
はじめよう！環境経営 京商・環境アクションプラン(2024.1 改訂) 

 

＜STEP3事例 経営計画への落とし込みと取り組みの発信＞ 

節電の取り組みから環境経営へ（サンコーエンジニアリングプラスチック株式会社） 
 

取材日：2024.10.21 

 

取り組みの背景・きっかけ 

 

・株式会社島津製作所が同協力会を対象に開催した勉強会で、SDGs などについての考え方を学
び、同社から「できることから取り組んで欲しい」との依頼を受け、2021年には「IoTを活用
した廃プラスチック自動回収システム」※協業事業者募集に応募し、選定され、同社と共に廃
プラスチックの共同回収に取り組むこととなった。 

    ※各事業所に設置された IoT センサーにより廃プラスチックの集積量を測定、Web 上で監視。集積が一定量を超えるとアラ
ートが廃棄物業者に発せられ、一度の回収車の出動で複数事業所を巡回。１度の出動で１事業所のみの回収に比べ、回
収車の走行距離と車両運行に伴う CO2 排出量を削減できる。小規模事業所が廃棄するプラスチックも、複数事業所の共

同回収により、すべてリサイクルにつなげることができる。 

 

    取り組みを進める上で工夫したこと・苦労したこと・利用した施策 

 

    ・社内で「節電プロジェクト」を発足。同プロジェクトの目標達成後は、「脱炭素プロジェクト」
を発足。メンバーは各部署のバランスを重視し、役職、性別、キャリアに偏りがないように気
を付けた。 

    ・従業員と経営者側の距離を縮めるため、プロジェク
トの課題を共有する際は対面コミュニケーションを
心掛けるとともに、取り組み内容はメンバーからの
提案を実行するボトムアップ方式とした。目標の実
現に向けて、エアコンメーカーとの調整や対策に効
果的な温度計の提案、CO2 排出量可視化を自前で実
行するための実証実験等、プロジェクトメンバーが
積極的に取り組んでいる。 

・「省エネ・節電・ＥＭＳ診断」（京都知恵産業創造の
森）「京都府サプライチェーン省エネ推進事業補助
金」（京都府産業廃棄物３Ｒ支援センター）「サステ
ナビリティ・リンク・ローン（京都版）」（京都銀行）
の支援制度を利用した。 

 

    取り組みの成果とメリット 

 

    ・本社工場、第二工場、第三倉庫の 2022 年度
使用電力量は 2021 年度比で約３割の削減を
実現した。 

・島津製作所と共同で導入した「IoT技術を活
用した廃プラスチック回収システム」の取り
組みが評価され、環境省が主催する令和 3年
度「循環型社会形成推進功労者環境大臣表
彰」を受賞した。 

・環境への取り組みを紹介される機会が増え、
企業のブランド力向上につながっている。 

・節電プロジェクトを通じて、従業員に会社の課題を改善する活動に参加しているという感覚
が芽生えた。従業員の意識も「節電」から「脱炭素」へ変化し、課題に自主的に取り組むよう
になり、会社の取り組みが全社員へ浸透し、環境経営に寄与している。 
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サンコーエンジニアリングプラスチック株式会社（代表取締役社長 山本 健次） 

京都市南区、従業員：134人、事業内容：樹脂材料販売、樹脂加工 

（https://www.sankouep.jp/sustainability/） 

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 年度計

2021年度 57,270 53,068 72,905 84,640 78,382 70,782 61,882 57,482 69,046 78,897 75,009 62,045 821,408

2022年度 46,230 39,143 53,699 61,673 61,880 50,480 37,221 38,467 52,393 56,447 54,692 45,328 597,653

対前年比 80.7% 73.8% 73.7% 72.9% 78.9% 71.3% 60.1% 66.9% 75.9% 71.5% 72.9% 73.1% 72.8%

単位：ｋWh
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